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近年の自然災害と「道の駅」の防災機能が活用された事例
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災害
災害時に活用された

道の駅
防災機能の例

平成16年
新潟県中越地震

クロス１０十日町
（新潟県十日町市）

• 一時避難所、炊き出し等
• 支援物資の集配基地、災害復旧車両

の中継基地

平成23年
東日本大震災

遠野風の丘
（岩手県遠野市）

• 避難所、支援物資の後方支援拠点
• 自衛隊、警察、消防、医療関係団体、

ボランティア等の集結地

平成28年
熊本地震

あそ望の郷くぎの
（熊本県南阿蘇村）

阿蘇
（熊本県阿蘇市）

• 一時避難所、炊き出し等
• 自衛隊の被災地救援の前線基地
• 災害派遣車両の基地、通信会社の移

動基地局

令和2年7月豪雨
飛騨街道なぎさ

（岐阜県高山市）
• 道路復旧活動の資機材保管場所

平成25年3月豪雪
メルヘンの丘めまんべつ

（北海道大空町）
• 除雪車等の拠点基地、立ち往生車両

の待避所



中越地震における「道の駅」の活用事例

給水基地を設置
（道の駅「クロス10十日町」）

道の駅の駐車場に建設された仮設住宅
（道の駅「クロス10十日町」）

○ 道路利用者や近隣住民の一次的な避難場所として活用。道路情報、避難所
情報等の提供、食料の炊き出し・配布、温泉施設の無料開放等を実施。

○ 駐車場は、支援物資の集配基地、災害復旧車両の中継地として機能。
【道路区域外】

■道の駅「クロス１０十日町」（新潟県十日町市）
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道の駅区域

駐車場

物販・飲食施設

トイレ

【駐車台数】
普通車：362台
大型車：6台



東日本大震災における「道の駅」の活用事例

■道の駅「遠野風の丘」（岩手県遠野市）
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○ 沿岸各市町への後方支援拠点（『扇の要』）として活用。全国の自治体等
から集められた支援物資の沿岸被災地への搬送等を実施。

○ 駐車場は、避難場所、自衛隊、警察、消防、医療関係団体、ボランティア

等の集結地として機能。 【道路区域内及び道路区域外】

復旧や救援に向かう自衛隊・消防隊やボランティアの
後方支援拠点として機能
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駐車場

物販・飲食施設

トイレ

【駐車台数】
普通車：161台
大型車：14台

道の駅全景



○ 道路利用者や近隣住民の一時避難場所として活用。隣接店舗による避難者
へのテントや寝袋等の貸出、自衛隊による炊き出し、食料配布等を実施。

○ 駐車場は、避難場所、自衛隊の被災地救援の前線基地として機能。

■道の駅「あそ望の郷くぎの」（熊本県南阿蘇村）

熊本地震における「道の駅」の活用事例①

地震により南阿蘇村の道路が通行止めとなり、
熊本市内から物資搬入ができないため、道の駅
「あそ望の郷くぎの」においては、自衛隊が炊
き出し、避難所への食料配布を実施
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物産館 レストラン

観光案内所

休憩所

ヘリコプターの離発着場
としても活用

道の駅を拠点に、周辺地
域への食事・支援物資の
配布を実施

駐車場

トイレ

【駐車台数】
普通車：255台
大型車：5台

道の駅区域

【道路区域外】



○ 災害派遣車両の基地や通信会社の移動基地局として活用。ＳＮＳ等で被災
箇所の情報提供を実施。

○ 駐車場は、災害復旧車両の基地として機能。 【道路区域内】

■道の駅「阿蘇」（熊本県阿蘇市）

熊本地震における「道の駅」の活用事例②

6仮設トイレを設置

他の消防からの派遣車両の基地として使用 携帯キャリア会社の移動基地局として使用

至熊本市

至 竹田市

国道57号

トイレ棟

物産館・休憩所・
情報案内コーナー

【駐車台数】
普通車：147台
大型車：15台

道路区域
道の駅区域

駐車場



○ 崩壊現場付近でのヤードが確保できるまでの２日間、道の駅を活用。
○ 駐車場は、道路復旧活動の資機材保管場所として機能。 【道路区域内】

■道の駅「飛騨街道なぎさ」（岐阜県高山市）

令和２年７月豪雨における「道の駅」の活用事例
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■被害概要、復旧工事経緯

道の駅
飛騨街道なぎさ

JR高山本線 渚駅

JR高山本線 飛騨小坂駅

道の駅での資機材保管状況（7月11日）

国道41号復旧工事状況（7月12日）

国道41号復旧工事状況（7月15日）

○ 令和2年7月豪雨により、7月8日に下呂市門坂地区
の国道41号が約500mにわたって崩壊

○ 飛騨川の水位を確認しながら7月10日に現地復旧
工事を開始し、道路崩壊現場付近でヤード（借地）
が確保できるまでの約２日間、道の駅「飛騨街道な
ぎさ」を資機材の保管場所として使用

高山市

下呂市

岐阜県

至 高山

至 名古屋

7/8 7/9 7/10 7/11 7/12 7/13 7/14

道の駅等を活用して資材搬入（２日間）

現場付近でヤード（借地）確保

復旧工事災害発生 工事着手
降雨・水位等確認

国道41号 被災箇所

（下呂市門坂地区）

現場付近ヤード（借地）
7/13～使用可能

■位置図

至名古屋 至富山
国道41号

道路区域
道の駅区域

トイレ

道路情報館
野菜販売所

加工施設

レストラン
物販販売所

駐車場【駐車台数】
普通車：60台
大型車：9台

げろ かどさか

げろ かどさか



■道の駅「メルヘンの丘めまんべつ」（北海道大空町）

豪雪時における「道の駅」の活用事例

道の駅「メルヘンの丘めまんべつ」の災害対応状況

道の駅に停車する救援車両道の駅「メルヘンの丘めまんべつ」避難状況

暴風雪警報発表地域

オホーツク全域にオホーツク全域に
暴風雪警報が発令

北海道地区道路情報より
（２０１３．３．２の状況）

宗谷～オホーツク～釧根の宗谷～オホーツク～釧根の
広い範囲にかけて

国道･道道共に通行止め

【通行止め区間】
国道７路線、道道５２路線が通行止め
※オホーツク管内の幹線道路の約５割が通行止め

トイレ

至北見市

至網走市

飲食テナント

アンテナ
ショップ

屋内多目的
広場

道の駅区域
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【駐車台数】
普通車：86台
大型車：4台

○ オホーツク地域における吹雪災害により、広範囲にわたって道路の通行止め
が発生した際、一時避難場所として施設を開放。食料の配布を実施。

○ 駐車場は、除雪車等の拠点基地や道路上の立ち往生車両の待避所として活用。
【道路区域外】

Ｈ２５年３月の吹雪災害及び
それに伴う通行止めの状況



「道の駅」の防災機能強化に関する各種政府計画への位置づけ

9

・自治体が策定する地域防災計画に基づき、自治体と役割分担を図りながら「道の駅」の防
災設備を整備するとともに、広域的な復興・復旧活動拠点となる「道の駅」を重点的に
支援する「防災道の駅」認定制度を導入する。

国土強靭化計画年次計画2020（令和２年６月１８日 国土強靱化推進本部決定）

・国〔国土交通省〕及び地方公共団体は、防災機能を有する道の駅を地域の防災拠点と
して位置付け、その機能強化に努めるものとする。

・国〔国土交通省〕、速道路事業者及び地方公共団体は、高速道路のサービスエリア、道
の駅等を警察機関、消防機関及び自衛隊の部隊の展開、宿営、物資搬送設備等の拠
点として使用させるなど、救助・救命活動への支援を行うものとする。

防災基本計画（令和2年5月29日 中央防災会議決定）

・「道の駅」第３ステージとして、子育て応援施設や外国人観光案内所などの福祉、観光
等に関する機能や広域的な復旧・復興活動の拠点としての防災機能を強化することに
より、地方創生を推進する。

まち・ひと・しごと創生基本方針2020（令和２年７月１７日 閣議決定）



国土交通省における道の駅の防災機能強化の例
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地域防災計画に位置づけられた道の駅におけるトイ
レ、情報提供施設の耐震化、無停電化対策を実施

＜防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策＞

耐震化・無停電対策
地域防災計画に位置づけられた道の駅における
貯水タンク、防災倉庫、防災トイレ等の整備

＜令和元年度補正予算＞

貯水タンク、防災倉庫、防災トイレ等

地域防災計画に位置づけられた道の駅における
ＢＣＰ（業務継続計画）策定を促進するため、
ガイドライン（案）を作成

ＢＣＰガイドライン（案）の作成

2020年度中に、災害時に広域的な復旧・災害
復興活動の拠点となる道の駅を「防災道の
駅」として認定

「防災道の駅」の認定

《貯水タンク》

《防災トイレ》

《防災倉庫》

<耐震化>
（斜材による補強）

（移動用発電機）（非常用発電機） （蓄電池システム）

<無停電化>



その他の取組（小型発電機の寄贈）

○ 地域防災計画に位置づけられた道の駅等に対して、（一社）日本道路建設業

協会は、（一社）全国道の駅連絡会と連携し小型発電機等を寄贈。

○ 今年度は全国６７駅。今後も3年間で約２００駅に対して寄贈予定。

※ （一社）日本道路建設業協会ではこれまでも、社会貢献活動として全国の道の駅に対して、 小型

発電機を累計 188 台、 AED （自動体外式除細動器）累計 143 台などを寄贈
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2020年10月12日 （一社）日本道路建設業協会から南房総市の道の駅「とみうら」に寄贈



地域防災計画への位置づけ状況＜直轄道の駅＞
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平成25年

有
４２％

無
５８％ 有

６６％

無
３４％

６年間で地域防災計画に位置づけられた道の駅の割合は２４％増加

N=２４１ N=２８０

令和2年



防災設備の整備状況（耐震化・無停電化） ＜直轄道の駅＞
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耐震化

整備済
９5％

未整備
2％

N=１８４

無停電化

整備済
８6
％

未整備
7％

N=１８４

・耐震化、無停電化ともに、約９割の「道の駅」で整備完了
・３か年緊急対策後、新たに地域防災計画に位置づけられた「道の駅」につい

ても、順次整備をしていく予定

＜防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策＞

整備予定
3％

整備予定
7％



防災設備の整備状況（貯水タンク、防災トイレ、防災倉庫） ＜直轄道の駅＞
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貯水タンク

整備済
４9％

未整備４％

N=１８４

整備予定
４7％

防災トイレ

整備済
６３％

未整備６％

N=１８４

整備予定
３２％

防災倉庫

整備済
５８％

未整備３％

N=１８４

整備予定
３９％

・貯水タンク、防災トイレ、防災倉庫については、９割の「道の駅」で整備
完了予定

・昨年度、地域防災計画に位置づけられた「道の駅」についても、順次整備
をしていく予定

＜補正予算＞



災害の頻発化とＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ等の派遣状況
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創設以来１０６の災害に、のべ約１１万５千人を越える隊員を派遣

１時間降水量５０ｍｍ以上の年間発生件数（アメダス１０００地点あたり）

強雨の発生件数が約30年前の約1.4倍に増加

TEC-FORCEの派遣実績
（令和元年3月31日現在）
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災害時における道の駅駐車場の活用事例（一覧）

災害 道の駅 道路種別 整備形式

駐車場の区域 駐車場の役割

道路
区域

道路
区域外

避難場所
自衛隊等
の拠点

道路の啓開
応急復旧等

中越地震
クロス10
十日町

県道 単独型 ー ○ × ○ ×

東日本大震災 遠野風の丘 直轄国道 直轄一体型 ○ ○ ○ ○ ×

熊本地震

あそ望の郷
くぎの

主要地方道 単独型 ー ○ ○ ○ ×

阿蘇 直轄国道 直轄一体型 ○ × × ○ ×

令和２年７月
豪雨

飛騨街道
なぎさ

直轄国道 直轄一体型 ○ × × × ○

豪雪時
(H25年３月)

メルヘンの丘
めまんべつ

直轄国道 単独型 ー ○ × × ○

⇒ 頻発化・激甚化する自然災害に備え、災害時における道路の啓開・応急復旧の
ため、道の駅の駐車場スペースを有効に活用する方策について検討。


